
　学校、地域、地方自治体の当事者とともに防災実践を進める防災アクション
リサーチ。研究者も当事者の一員として、学校での防災教育や地域での自主防
災活動にかかわる。このとき、この一連の実践をどう評価すればよいのだろう
か。実践を研究者のみが占有してもよいのか。ともに実践を進める当事者の視
点はどう評価に組み込むことができるのか。講演者がメキシコ西海岸の町シワ
タネホで進めてきた防災実践を例に挙げて考える。 
（参加は高度防災工学研究センターのHP https://adpec-nitech.jp から）。

2024年度　名古屋工業大学高度防災工学研究センターミニ講演会 

メキシコでの防災アクションリサーチ 
～当事者とともに評価すること～ 

　

2024.7.26 fri. 10:30 ▶︎ 12:00  
@オンライン開催　開場10：00　参加費：無料（事前申込不要）

  ■主催：名古屋工業大学高度防災工学研究センター　　

問い合わせ：名古屋工業大学　井戸田 秀樹（idota@nitech.ac.jp）

　

　

　

中野  元太 氏　　　　 

【略歴】京都大学防災研究所巨大災害研究センター・助
教。博士（情報学）。専門は、リスクコミュニケーショ
ン、国際協力。自然災害科学編集委員会編集幹事、防災
教育学会理事、立命館大学歴史都市防災研究所・客員研
究員。

プログラム 

　挨拶：井戸田秀樹（高度防災工学研究センター長）　 

　講演 【10：30～11：30】 

　「メキシコでの防災アクションリサーチ　～当事者とともに評価すること～」 
     　　　　　　　　中野 元太（京都大学防災研究所巨大災害研究センター・助教） 

　 
　意見交換【11：30～12：00】 　司会進行　井戸田秀樹 
　 

  
*本ミニ講演会は、大学院講義「高度防災工学特論」の受講者の参加を推奨します
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